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■
応
募
者
の
皆
様
へ

第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
の
選
考
に
つ

い
て

　
「
文
芸
思
潮
」
銀
華
文
学
賞
・
新
人
賞

へ
の
御
応
募
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
選

考
に
つ
い
て
選
考
委
員
会
よ
り
付
記
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
一
次
の
選
考
基
準
は
、
他
者
に
伝
わ

る
文
章
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
最
重

要
の
基
準
点
と
な
り
ま
す
。
ま
た
書
く
姿

勢
を
加
味
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少

し
文
章
が
粗
く
て
も
、
他
者
に
訴
え
た
い

切
実
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
は
一
次

を
通
過
し
て
い
ま
す
。
ま
た
逆
に
文
章
は

整
っ
て
い
て
も
、
書
く
姿
勢
が
曖
昧
な
も

の
、
書
く
必
然
性
が
希
薄
な
も
の
、
中
途

半
端
な
も
の
は
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
二
点
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
が

一
次
予
選
通
過
者
で
す
。
何
％
と
か
、
何

篇
以
内
と
か
、
数
字
の
枠
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
応
募
者
全
員
が
一
次

予
選
合
格
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

ま
た
第
二
次
予
選
は
、
そ
の
中
で
さ
ら

に
強
く
何
か
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
、
光
る

も
の
が
選
ば
れ
ま
す
。
何
か
が
読
み
手
の

中
に
残
っ
て
い
る
作
品
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
行
で
も
い
い
、
一
人
の
人
物

で
も
い
い
、
見
方
で
も
い
い
、
何
か
一
つ

心
に
残
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
、
上
に

拾
い
上
げ
た
く
な
る
と
い
う
、
一
つ
の
魅

力
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

　

第
三
次
予
選
は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
人

に
読
ん
で
ほ
し
く
な
る
よ
う
な
普
遍
的
な

力
を
備
え
て
い
る
か
が
、
選
考
の
基
準
に

な
り
ま
す
。
第
三
次
予
選
ま
で
通
過
し
た

作
品
は
、
ほ
ぼ
雑
誌
に
載
っ
て
も
い
い
、

人
に
読
ん
で
も
ら
っ
て
も
何
か
訴
え
る
力

を
備
え
て
い
て
、
読
ん
だ
人
の
心
に
何
か

が
残
っ
て
新
た
な
力
に
な
る
よ
う
な
作
品

で
す
。

「
文
芸
思
潮
」
選
考
委
員
会
で
は
、
選
考

の
便
宜
性
を
重
視
し
て
作
品
数
に
よ
っ
て

制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
作
品
の
内
容
を

重
視
し
て
、
優
れ
た
作
品
が
た
く
さ
ん
あ

れ
ば
、
で
き
る
だ
け
そ
の
作
品
の
価
値
や

レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、
作
品
を
残
す
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
場
合
に

よ
っ
て
は
た
く
さ
ん
の
作
品
が
三
次
予

選
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
選
出
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
こ
れ
ら
の
点
を
御
了
解
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
ご
自
身
の
文
章
力
が
具
体
的
に

ど
れ
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
か
、
文
章
力
検

定
も
併
せ
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
、
文
章
技
量
向
上
の
一
つ
の
目
安
に

な
る
と
思
い
ま
す
。	

（
銀
華
文
学
賞
・
新
人
賞
選
考
委
員
会
）

第
5
回
「
文
芸
思
潮
」
新
人
賞
　
中
間
発
表

●
第
５
回
「
文
芸
思
潮
」
新
人
賞
に
御
応
募
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
総
数
三
九
編
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
四
月
三
〇
日
に
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
厳
正
な
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
を
謹
ん
で
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
無
印
は
一
次
予
選
通
過
者
、
○
印
は
二
次
予
選
通
過
者
、
◎
印
は
三
次
予
選

通
過
者
で
す
。

	

「
リ
セ
ッ
ト
」	

池
上
洋
平

	

「
羽
黒
蜻
蛉
」	

い
つ
き

	

「
午
前
二
時
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」

	
	

染
夜
美
月

◎	

「
志
の
放
棄
」	

安
本
海
志

◎	

「
狐
の
嫁
入
り
」	

角
谷
美
和

	

「
ス
パ
ー
ク
ル
・
フ
ェ
ロ
ー
」

	
	

縫
野
裕
知

◎	

「
ボ
ッ
ク
氏
の
去
勢
」	

井
戸
良
典

〇	

「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
図
書
館
」

	
	

尼
子
猩
庵

	

「
凍
死
」	

龍
泰

〇	

「
で
き
な
く
て
も
い
い
か
ら
」
西
山
麓

◎	

「
画
布
と
視
線
」	

真
木
ダ
イ
ク

〇	

「
最
後
の
味
噌
汁
」	

平
山
百
華

〇	

「
タ
キ
オ
ン
の
彼
女
」	

齊
藤
航
希

〇	

「
姉
を
世
話
す
る
」	

兼
板
祐
太
朗

	

「
テ
ラ
リ
ウ
ム
」	

A
m
ano

〇	

「
嘔
吐
」	

金
子
光
輝

◎	

「
や
わ
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
」

	
	

乾
あ
ま
ぐ
つ

◎	

「
愛
、
と
き
ど
き
肉
団
子
」
千
葉
紫
月

◎	

「
宇
宙
交
尾
」	

麻
木
春
希

〇	
「
追
憶
の
林
檎
」	

有
原
野
分

◎	
「
素
数
ゼ
ミ
」	

あ
ず
き

◎	
「
他
人
留
学
」	

桜
串
あ
や

◎	

「
30
で
死
ぬ
と
い
う
こ
と
」
岡
本
択

◎	

「
卒
業
式
」	

木
村
恭
一
郎

◎	

「
痛
み
を
辿
っ
て
」	

阿
彦
美
咲

◎	

「
め
ざ
め
」	

水
谷
忠
央

◎	

「
青
」	
小
村
詩
穂
子

〇	

「
ア
ダ
ム
翁
」	
火
水
イ
リ
イ

〇	

「
啜
る
首
」	
宝
也
	

「
治
安
の
悪
い
街
」				

杜
崎
ま
さ
か
ず

◎	

「
怒
」	

宇
部
道
路

◎	

「
月
落
ち
る
、
さ
れ
ど
」	

夏
海　

咲

◎	

「
ク
モ
の
巣
と
羽
」	

岡
本
夜
霧

◎	

「
夕
と
藍
」	

櫻
井
一
美

◎	

「
彼
女
の
シ
ネ
マ
」	

仙
波
寛
人

〇	

「
予
備
校
生
Ｓ
の
妄
想
禄
」
成
川
智
也

◎	

「
海
は
月
夜
に
神
と
笑
う
」
未
来
屋
環

◎	

「
君
が
う
た
っ
た
雨
の
方
へ
」

	
	

柳
瀬
多
佳


